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は
じ
め
に
大
学
院
経
済
学

研
究
科
長
で
あ
る
原
田
博
夫

経
済
学
部
教
授
が
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
社
会
科
学
研
究

所
長
の
町
田

俊
彦
経
済
学

部

教

授

が

「
『
社
会
保

障
・
税
一
体

改
革
』
の
全

体
像
」
と
題

し
て
報
告
を

行
っ
た
。
そ

の
中
で
「
消

費
増
税
が
話

題
に
上
が
っ

て
い
る
が
、

所
得
税
や
相

続
税
制
の
改

革
後
に
消
費

増
税
を
考
え
る
べ
き
な
の
で

は
」
と
語
っ
た
。

中
嶋
邦
夫
ニ
ッ
セ
イ
基
礎

研
究
所
主
任
研
究
員
は
「
年

金
を
中
心
と
し
た
社
会
保
障

改
革
に
つ
い
て
、
少
子
高
齢

化
や
デ
フ
レ
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
年
金
財
政
の
柔
軟
化

が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ

た
。唐

鎌
直
義

本
学
非
常
勤

講
師
は
医
療

・
介
護
・
生

活
保
護
に
関

す
る
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
保

障
改
革
の
問

題
点
を
挙
げ

た
。
生
活
保

護
が
貧
困
層

の
約
１０
％
し

か
カ
バ
ー
し

な
い
実
態
な

ど

を

紹

介

し
、
現
在
、
検
討
さ
れ
て
い

る
給
付
抑
制
を
軸
と
し
た
社

会
保
障
改
革
の
問
題
点
を
指

摘
し
た
。

青
木
宗
明
神
奈
川
大
学
経

営
学
部
教
授
は
消
費
税
を
中

心
と
し
た
税
制
改
革
に
つ
い

て
報
告
。
消
費
増
税
を
し
た

場
合
の「
逆
進
性
対
策
」の
重

要
性
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
兵
頭
淳
史
経
済

学
部
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
、
４
人
の
パ
ネ

リ
ス
ト
が
日
本
に
お
け
る
最

も
重
要
な
政
策
課
題
で
あ
る

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

に
つ
い
て
多
角
的
に
論
じ

た
。財

政
再
建
や
増
税
に
つ
い

て
の
質
問
に
対
し
て
町
田
教

授
は
「
国
民
が
増
税
を
受
け

入
れ
る
た
め
に
は
、
最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
や
非
正
規
労

働
者
の
待
遇
改
善
、
社
会
保

障
の
充
実
や
、
教
育
な
ど
に

税
金
を
使
う
こ
と
が
大
切
」

と
答
え
た
。

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
経

済
学
研
究
科
が
夜
間
・
社
会

人
を
対
象
に
大
学
院
教
育
を

開
設
し
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
２
０
０
０
年
か
ら
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
計
１０
回
開

催
。
１１
年
度
か
ら
は
、
経
済

学
研
究
科
の
存
在
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
場
と
し
て
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
展
開
す

る
こ
と
と
し
、
初
め
て
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
た
。

大
学
院
経
済
学
研
究
科
政
策
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
を
め
ぐ
っ
て
」
が
１１
月

１９
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
７０
人
が
聴
講

し
た
。

東
京
・
千
代
田
図
書
館
と

専
修
大
学
の
連
携
展
示
「
都

電
開
通
１
０
０
年
記
念
特
別

展
示
―
千
代
田
区
に
も
路
面

電
車
が
走
っ
て
い
た
―
」
が

１１
月
２８
日
か
ら
千
代
田
図
書

館
で
始
ま
っ
た
（
１２
月
２４
日

ま
で
∥
写
真
）。

今
年
は
東
京
市
電
気
局

（
東
京
都
交
通
局
の
前
身
）が

開
局
し
、
路
面
電
車
が
公
営

化
さ
れ
て
１
０
０
年
に
当
た

る
。
本
展
示
で
は
路
面
電
車

が
走
っ
て
い
た
こ
ろ
の
千
代

田
区
の
風
景
を
関
連
図
書
４０

点
、写
真
や
路
線
図
、停
留
所

の
看
板
や
切
符
な
ど
合
計
８０

点
に
よ
り
紹
介
し
て
い
る
。

専
修
大
学
か
ら
は
、
昭
和

の
時
代
の
古
書
店
街
や
靖
国

通
り
を
走
る
路
面
電
車
の
写

真
や
「
専
修
大
学
前
」
の
停

留
所
の
現
物
、
写
真
パ
ネ
ル

な
ど
が
出
展
さ
れ
、
訪
れ
た

人
は
足
を
止
め
て
い
た
。

企
画
展
「
明
治
の
三
く
だ

り
半
」
が
１１
月
２９
日
か
ら
図

書
館
神
田
分
館
で
開
催
中
だ

∥
写
真
。

徳
川
時
代
の
縁
切
り
寺
と

離
縁
状
（
三
く
だ
り
半
）
の

研
究
で
著
名
な
高
木
侃
法
学

部
教
授
が
収
集
、
所
蔵
す
る

珍
し
い
明
治
時
代
の
離
縁
状

１０
通
と
、
書
式
集
３
冊
な
ど

１８
点
を
展
示
し
て
い
る
。

な
か
で
も
岩
倉
具
視
の
娘

「
静
子
」
の
離
縁
紛
争
資
料

は
貴
重
な
資
料
だ
。
１２
月
２０

日
ま
で
開
催
。

ド
イ
ツ
か
ら
ゲ
ル
ト
・
ヴ

ィ
ン
タ
ー
氏
（
ブ
レ
ー
メ
ン

大
学
教
授
・
同
大
学
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
環
境
法
学
研
究
所
長
）

を
招
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
ド

イ
ツ
で
は
、
な
ぜ
脱
原
発
の

決
定
に
い
た
っ
た
の
か
？
」

（
社
会
科
学
研
究
所
・
今
村

法
律
研
究
室
・
法
学
研
究
所

主
催
）
が
１１
月
２９
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
国
際
会
議
室
で

開
催
さ
れ
た
。
研
究
者
や
学

生
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
な
ど

約
４０
人
が
参
加
。
司
会
進
行

を
白
藤
博
行
法
学
部
教
授
が

務
め
、
楜
沢
能
生
早
稲
田
大

学
教
授
お
よ
び
中
西
優
美
子

法
学
部
教
授
が
通
訳
を
行
っ

た
。今

年
６
月
、
ド
イ
ツ
は
世

界
に
先
駆
け
２
０
２
２
年
ま

で
に
脱
原
発
の
実
現
を
閣
議

決
定
し
た
。
ヴ

ィ
ン
タ
ー
教
授

は
、
原
子
力
か

ら
の
脱
却
に
お

け
る
憲
法
の
役

割
（
健
康
保
護

の
基
本
権
）
な

ど
を
研
究
、
脱

原
発
に
踏
み
切

る
う
え
で
大
き

な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
「
ド

イ
ツ
に
お
け
る
核
エ
ネ
ル
ギ

ー
か
ら
の
脱
却
―
そ
の
法
的

諸
問
題
」
と
題
し
、
ヴ
ィ
ン

タ
ー
教
授
の
も
と
で
脱
原
発

の
法
社
会
学
的
研
究
等
に
携

わ
る
楜
沢
能
生
早
稲
田
大
学

教
授
と
と
も
に
研
究
の
一
端

を
発
表
し
た
。

ド
イ
ツ
の
脱
原
発
を
可
能

に
し
た
背
景
は
多
様
で
あ
る

が
、
「
緑
の
党
」
の
躍
進
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
と
福
島
の
事
故
が

決
定
的
な
役
割
を
演
じ
た
こ

と
が
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、
広
渡
清
吾
法
学
部

教
授
が
「
日
本
の
脱
原
発
問

題
を
考
え
る
」
と
題
し
、
日

本
学
術
会
議
会
長
の
経
験
を

踏
ま
え
、
今
後
の
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
「
電
力
供
給

源
に
関
わ
る
６
つ
の
シ
ナ
リ

オ
」
に
つ
い
て
概
説
し
た
。

意
見
交
換
の
あ
と
、
坂
本

武
憲
法
学
部
長
が
「
脱
原
発

へ
の
ド
イ
ツ
の
取
り
組
み
に

敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
本
学
で

の
研
究
に
役
立
て
て
い
き
た

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

〈
１２
月
９
日
現
在
〉

学
部
学
科
に
関
係
な
く
参

加
で
き
ま
す
。
卒
業
生
も
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◆
岩
井
宜
子
法
科
大
学
院
教

授▽
日
時
∥
１
月
１０
日
（
火
）

４
時
限
▽
場
所
∥
神
田
３
０

２
教
室
▽
テ
ー
マ
∥
少
年
法

の
諸
問
題

◆
高
橋
清
徳
法
学
部
教
授

▽
日
時
∥
１
月
１２
日（
木
）２

時
限
▽
場
所
∥
神
田
７
３
１

教
室
▽
テ
ー
マ
∥
西
洋
法
制

史
に
お
け
る
視
点
の
と
り
方

◆
高
木
侃
法
学
部
教
授

▽
日
時
∥
１
月
１６
日
（
月
）

３
時
限
▽
場
所
∥
神
田
３
０

２
教
室
▽
テ
ー
マ
∥
武
士
の

離
婚
と
離
縁
状
―
無
知
か
ら

の
出
発
―

◆
前
嶋
孝
法
学
部
教
授

▽
日
時
∥
１
月
１６
日
（
月
）

２
時
限
▽
場
所
∥
生
田
１
０

２
０
３
教
室
▽
テ
ー
マ
∥
ス

ポ
ー
ツ
科
学
の
実
践
を
振
り

返
っ
て

◆
近
藤
正
明
商
学
部
教
授

▽
日
時
∥
１
月
１１
日
（
水
）

３
時
限
▽
場
所
∥
生
田
８
２

１
教
室
▽
テ
ー
マ
∥
研
究
・

教
育
の
追
憶

◆
渋
谷
武
夫
商
学
部
教
授

▽
日
時
∥
１
月
１２
日
（
木
）

２
時
限
▽
場
所
∥
生
田
５
１

２
教
室
▽
テ
ー
マ
∥
わ
が
人

生
の
経
営
分
析

◆
小
島
崇
弘
商
学
部
教
授

▽
日
時
∥
１
月
１３
日
（
金
）

４
時
限
▽
場
所
∥
生
田
１
０

２
０
２
教
室
▽
テ
ー
マ
∥
情

報
処
理
教
育
と
会
計
情
報
シ

ス
テ
ム
の
変
遷

◆
柴
田
弘
捷
人
間
科
学
部
教

授▽
日
時
∥
１
月
１０
日
（
火
）

２
時
限
▽
場
所
∥
未
定
▽
テ

ー
マ
∥
現
代
日
本
の
労
働
者

の
状
態
―
青
年
労
働
者
の
状

況
を
ど
う
見
る
か
―

２
０
１
１

年
の
公
認
会

計
士
試
験
の

合
格
者
が
１１

月
１４
日
、
金

融
庁
の
公
認

会
計
士
・
監

査
審
査
会
か

ら

発

表

さ

れ
、
本
学
か

ら
３
年
次
生

１
人
、
４
年

次
生
５
人
が

合
格
し
、
卒
業
生
も
含
め
る

と
１２
人
が
合
格
し
た
（
１２
月

７
日
現
在
判
明
分
）。在
学
生

の
合
格
者
６
人
の
ち
５
人
が

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
の
会
計
士
講
座
受
講
生
。

※
合
格
者
の
詳
報
は
次
号
の

ニ
ュ
ー
ス
専
修
に
掲
載
し
ま

す
。
合
格
者
情
報
を
お
持
ち

の
方
は
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
事
務
課
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

柘
植

光
彦
氏
（
つ
げ
・

て
る
ひ
こ
）
名
誉
教
授
・
元

文
学
部
教
授

１１
月
１５
日
、
７３
歳
で
死

去
。
１
９
７
４
年
か
ら
在

職
。
２
０
０
９
年
定
年
退

職
。
専
門
は
現
代
日
本
文

学
、
現
代
メ
デ
ィ
ア
研
究
。

齊
藤

英
三
氏
（
さ
い
と

う
・
え
い
ぞ
う
）
名
誉
教
授

・
元
商
学
部
教
授

１１
月
２０
日
、７６
歳
で
死
去
。

１
９
６
５
年
か
ら
在
職
。
２

０
０
６
年
定
年
退
職
。
主
な

担
当
は「
生
命
の
科
学
」。

本
書
は
著
者
が
提
案
す
る
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
基
礎
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス

立
地
ロ
シ
ア
の
魅
力
と
特
質
を

明
ら
か
に
す
る
。
新
興
市
場
は

成
長
性
は
高
い
が
ビ
ジ
ネ
ス
制

度
が
未
成
熟
な
た
め
、
リ
ス
ク

を
伴
う
。
ロ
シ
ア
も
同
様
で
、

優
れ
た
立
地
資
産
（
販
売
市
場
、

天
然
資
源
、人
的
資
源
）に
ア
ク

セ
ス
し
、
利
用
で
き
れ
ば
競
争

優
位
を
構
築
で
き
る
。
他
方
、

事
業
活
動
を
制
約
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
制
度
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
障
害
が
残
存
す
る
た
め
、
そ

れ
ら
を
回
避
し
た
り
、
抑
え
込

ん
だ
り
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
１０
年
間
の
現
地
調
査

を
踏
ま
え
、
ロ
シ
ア
を
例
に
、

新
興
市
場
ビ
ジ
ネ
ス
を
理
論
的

実
証
的
に
検
討
し
て
い
る
。

後
半
の
事
例
研
究
は
、
ロ
シ

ア
企
業
と
外
国
企
業
が
立
地
資

産
を
活
用
し
、
経
営
資
源
を
積

み
増
し
競
争
優
位
に
つ
な
げ
て

い
る
事
例
と
ビ
ジ
ネ
ス
制
度
へ

の
企
業
の
対
応
事
例
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て
、
新
興
市

場
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
企
業
人

に
も
本
書
は
示
唆
す
る
と
こ
ろ

大
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
書
は
「
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
研
究
学
会
」
の
１１
年
度
学

会
賞
（
単
行
本
の
部
）
を
受
賞

し
て
い
る
。
（
中
央
経
済
社
・

本
体
価
格
３
２
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
い
ま
い
・
ま
さ
か

ず
）
∥
経
営
学
部
教
授
。
主
な

担
当
科
目
は
「
各
国
経
営
事

情
」
「
経
営
入
門
Ｂ
」。

組
織
に
お
い
て
仕
事
を
す
る

際
に
出
く
わ
す
課
題
や
問
題
点

を
、
階
層
（
経
営
者
、
管
理
職
、

一
般
社
員
）
ご
と
に
指
摘
、
解

決
す
る
方
向
性
を
示
す
書
。

こ
れ
ら
の
課
題
や
問
題
点
の

本
質
を
理
解
す
る
た
め
に
、
経

営
学
・
組
織
論
に
つ
い
て
も
解

説
し
て
い
る
。

「
経
営
者
は
ど
ん
な
存
在
な

の
か
？
」
「
ト
ッ
プ
と
し
て
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
？
」
を
日
常
の
情
景
か

ら
解
き
ほ
ぐ
し
、
「
優
れ
た
管

理
者
に
な
る
に
は
、
ど
の
よ
う

な
行
動
を
と
る
べ
き
か
？
」
を

ケ
ー
ス
ご
と
に
展
開
。
「
社
員

を
指
導
・
育
成
し
、
彼
ら
が
将

来
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め
の

し
く
み
」
を
考
え
る
と
き
の
材

料
を
提
供
し
て
い
る
。

各
パ
ー
ト
に
つ
い
て
、
見
開

き
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
と
、
経
営
学
の
見
地
か
ら

解
説
し
た
「
特
別
講
義
」
を
設

け
た
。

共
著
者
の
行
本
明
説
氏
は
日

本
に
お
け
る
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
第
一
人
者
。
（
白
桃
書

房
・
本
体
価
格
１
５
０
０
円
＋

税
）共

著
者
（
か
と
う
・
し
げ

お
）
∥
経
営
学
部
教
授
。
主
な

担
当
は
「
経
営
組
織
論
」。

ド
イ
ツ
か
ら
講
師
招
き

脱
原
発
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

本学から１２人が合格 在学生は６人

大
学
院
経
済
学
研
究
科

政
策
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

公認会計士試験

社社
会会
保保
障障
とと
税税
一一
体体
改改
革革
でで
論論
議議

新
興
大
国

ロ
シ
ア
の
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
者
、学
生
ら
４０
人
が
参
加

―
ビ
ジ
ネ
ス
立
地
と
企
業

活
動
の
進
化

▲ 社会保障改革の問題点を指摘する

唐鎌非常勤講師

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
初
の
開
催

今
井

雅
和
著

▲ パネル・ディスカッション

▲ 後列左から家永登法学部教授、白藤

教授、前列左から広渡教授、中西教

授、ヴィンター氏、楜沢氏

訃

報

良
い
経
営
者

で
き
る
管
理
職

育
つ
社
員

―
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ト
で

「
心
の
見
え
る
企
業
」を
め
ざ
す

「「
専専
修修
大大
学学
前前
」」停停
留留
所所
もも

最
終
講
義
の
ご
案
内

都
電
開
通
１
０
０
年
展

千
代
田
図
書
館
と
連
携
開
催

加
藤

茂
夫
共
著

「
明
治
の
三
く
だ
り
半
」

岩
倉
具
視
の
娘
も
登
場

図
書
館
神
田
分
館
で
展
示
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